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とても住みよい
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どちらかといえば住みよい
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住みにくい
4.3%

どちらとも
いえない
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無回答
0.6%
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美しいまちづくりの推進

上水道の安定供給

良好な生活環境の確保

環境衛生・環境保全の推進

学校教育の充実

スポーツ・レクリエーションの振興

（％）

63.3%

55.2%

54.4%

54.1%

50.8%

50.8%

0 10 20 30 40 50

交通の利便性の向上

保健・医療の充実

地域情報化の推進

工業・商業・サービス業の振興

公共下水道の整備

（％）

41.6％

34.8%

33.6%

32.0%

30.6%
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0 10 20 30 40 50

土地有効利用

バランスのとれた土地利用

自然公園地域の保全・活用

美しく魅力ある農業地域の形成

美しい山の復元

無回答

（％）

40.0％

15.5%

15.4%

13.7%

6.8%

8.6%

0 10 20 30

雇用の場の確保

子ども子育て支援策の拡充

空き家バンクの充実

ＵＪＩターンの促進

町の活性化施策の推進

定住促進事業の創設

（％）

28.6％

13.8%

11.4%

10.7%

7.9%

5.7%

0 10 20 30 40

町の広報紙や回覧、チラシなどの充実
ケーブルテレビなど情報化時代に

ふさわしい新たな手段の導入

防災・防犯メールの利用促進

現状のままでよい
フェイスブックの開設やＰＲ動画を

掲載したホームページの充実

防災行政無線の利用促進

（％）

32.3％

19.5%

10.1%

9.2%

8.6%

6.4%

（上位６位を抜粋）

（上位６位を抜粋）
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田
布
施
町
ま
ち
づ
く
り

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結  
果

■ 定住意向

　住みよさについて聞いたところ、「とても住みよい」と

「どちらかといえば住みよい」は73.8％となっており、住

みやすい理由として「自然環境がよい」（30.7％）「災害が少

ない」（30.1％）となっています。

　一方、「どちらかといえば住みにくい」と「住みにくい」

は15.7％となっており、住みにくい理由として「買い物

など生活の利便が悪い」（23.0％）「道路や交通の利便が悪

い」（12.8％）「医療・福祉施設が不足」（12.8％）となって

います。

■ 現状評価

　現状評価については、満足度が高

い施策として「美しいまちづくりの

推進」（63.3％）「上水道の安定供給」

（55.2％）「良好な生活環境の確保」

（54.4％）「環境衛生・環境保全の推進」

（54.1％）「スポーツ・レクリエーショ

ンの振興」（50.8％）「学校教育の充実」

（50.8％）となっています。

　一方、不満度が高い施策は「交通の

利便性の向上」（41.6％）「保健医療の

充実」（34.8％）「地域情報化の推進」

（33.6％）「工業・商業・サービス業の

振興」（32.0％）「公共下水道の整備」

（30.6％）となっています。

　

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
町

政
の
基
本
方
針
と
な
る
「
第
５
次
田

布
施
町
総
合
計
画
」（
基
本
構
想
・
前

期
基
本
計
画
）
が
平
成
27
年
度
に
目

標
年
度
を
迎
え
る
た
め
、「
後
期
基

本
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
み

な
さ
ん
が
ま
ち
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
感
じ
、
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

何
を
望
ま
れ
て
い
る
の
か
な
ど
を
把

握
し
、
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
昨
年
10
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
う
ち
、
主
な

も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○調査方法
　20 歳以上の町民 1,500 人を無作為に
抽出し、郵送により配布・回収

○有効回収数
　634票（回収率42.3％）

自然環境・災害の少なさには満足！
生活や交通などの利便性には不満！

【満足度の高い施策】

【満足度の低い施策】

問
総
務
企
画
課  

企
画
係

　

☎
52
‐
５
８
０
３

■ まちづくりの方向性

　今後のまちづくりにおいて、田布施町の施策でどの
ようなことに力を入れるべきか聞きました。町民が期待

するまちづくりの方向性は、それぞれ体系別に次のとお

りとなっています。

○安心・安全なまちについては、「消防・防災対策の充実」
（32.0％）「災害に強いまちづくり」（21.8％）で、具体的な

施策として「地域での防犯・安全対策の推進」（11.4％）「防

災対策の推進」（8.8％）となっています。

○健やかで思いやりのあるまちについては、「保健医療
の充実」（29.7％）「高齢者福祉の推進」（20.8％）で、具体

的な施策として「医療体制の充実」（10.8％）「医療費等の

負担軽減」（10.7％）「介護サービスの充実」（10.6％）と

なっています。

○豊かで活力のあるまちについては、「農林業の振興」
（28.4%）「工業・商業・サービス業の振興」（24.6％）で、

具体的な施策として「農業の担い手の確保・育成」（8.8％）

■ 土地利用について

　土地（農地・山林・河川・道路・宅地・公

園など）の使われ方について、特に力を入れ

るべき施策を聞いたところ、「土地有効利用

（空地・空き家を含む）」（40.0％）「バランス

のとれた土地利用」（15.5％）「自然公園地域

の保全・利用」（15.4％）などとなっています。

■ 人口対策について

　全国的に人口減少は進行しており、田布

施町でも人口減少が予想されます。この問

題に対応するため、どのようなことに力を

入れるべきか聞いたところ、「雇用の場の確

保」（28.6％）「子ども子育て支援策の拡充」

（13.8％）などとなっています。

■ 町制情報に関する希望媒体

　町政に関する情報を知る手段として、今

後どのようなものを充実していくべきか聞

いたところ、「町の広報紙や回覧、チラシな

どの充実」（32.3％）「ケーブルテレビなど情

報化時代にふさわしい新たな手段の導入」

（19.5％）などとなっています。

「利便さを実感できる町民サービスの実現」（7.8％）「公共

交通機関の確保」（7.6％）となっています。

○快適な生活環境のまちについては、「美しいまちづく
りの推進」（23.3％）「環境衛生・環境保全の推進」（21.2％）

「良好な生活環境の確保」（21.2％）で、具体的な施策とし

て「豊かな自然環境の保全」（11.6％）「公園・広場の有効

活用と適正な管理」（11.2％）となっています。

○元気で心豊かな人が育つまちについては、「学校教育
の充実」（36.4％）「豊かな文化の継承と創造」（20.1％）

で、具体的な施策として「豊かな心と健やかな体の育成」

（15.9％）「生涯学習の推進」（9.1％）となっています。

○計画の推進に向けてについては、「健全財政の確立、
より良い行政サービスの提供」（52.2％）で、具体的な施

策として「分かりやすく利用しやすい行政サービスの実

現」（18.9％）「健全な財政基盤の確立」（16.2％）となって

います。
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自ら進んでやらないが
働きかけがあれば
参加する
53.0%

あまり関心が
ないので、
熱心な人に
任せる
12.8%

自分たちの
まちや地域を
よくするため、
自ら進んで
参加する
10.7%

参加する
つもりはない
3.9%

分からない
11.5%

無回答・その他
8.0%

ご当地ナンバー
プレートの見本

です！
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◇
交
付
開
始
日

　

６
月
１
日（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
か
ら

◇
場
所　

税
務
課（
１
階
⑧
窓
口
）

◇
対
象
バ
イ
ク　

総
排
気
量
50
㏄
以

下
の
原
動
機
付
自
転
車（
原
付
１
種
）

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
新
規
登
録

・
所
有
者
、
使
用
者
の
印
鑑

・【
購
入
の
場
合
】

　

販
売
証
明
書
（
車
名
、車
体
番
号
、

排
気
量
の
記
入
が
あ
り
販
売
店
の

押
印
が
あ
る
も
の
）

・【
個
人
か
ら
譲
り
受
け
た
場
合
】

　

廃
車
申
告
書
受
付
書
（
譲
渡
証
明

欄
に
記
入
押
印
済
の
も
の
。
譲
渡

証
明
欄
が
な
い
場
合
や
未
記
入
の

場
合
は
、
別
途
「
譲
渡
証
明
」
が

必
要
）

②
田
布
施
町
ナ
ン
バ
ー
か
ら
変
更

（
現
行
ナ
ン
バ
ー
と
の
交
換
）

・
所
有
者
、
使
用
者
の
印
鑑

・
田
布
施
町
発
行
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
（
取
り
外
し
て
持
参
の
こ
と
）

※
現
行
ナ
ン
バ
ー
を
交
換
す
る
場
合
、

自
賠
責
保
険
な
ど
の
手
続
き
が
必

要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
料
金　

無
料

◇
そ
の
他

・
新
規
登
録
に
つ
い
て
は
、
現
行
ナ

ン
バ
ー
と
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
と
の

選
択
制
で
す
。

・
交
付
は
番
号
順
と
な
り
ま
す
の

で
、
希
望
ナ
ン
バ
ー
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

合
併
60
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り

　
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付

合併
60周年記念

問
税
務
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■ コミュニティ活動・ボランティア活動参加への考え方

　自治会やグループなどで行われている様々なコミュニ

ティ活動やボランティア活動への参加について考えを聞い

たところ、「自分からは進んでやらないが、働きかけがあ

れば参加する」が半数以上（53.0％）を占め、以下「あまり関

心がないので熱心な人に任せる」（12.8％）「自分のまちや地

域を住みよくするため、自ら進んで参加する」（10.7％）な

どとなっています。

■ 町政に対する自由意見

　あなたの生活で現在もしくは将来に向けて町の行政に望

むことや、まちづくりについて素直な考えや要望を聞いた

ところ、「高齢化社会への対応」「公共交通対策」などの高齢

者対策や、ケーブルテレビなどの「情報通信網の整備」、「行

政のさらなる合理化」などの意見が多数ありました。

※このアンケート調査の分析結果や詳細について
は、町ホームページに掲載するほか、町役場総務
企画課や各公民館、図書館で閲覧することができ
ます。


